
絶賛発売中！！
ご注文は巻末ハガキで

急
増
す
る
社
会
基
盤
の
破
綻

昨
年
発
生
し
た
中
央
自
動
車
道
・
笹
子

ト
ン
ネ
ル
の
天
井
崩
落
事
故
で
は
九
名
が

犠
牲
と
な
り
、
大
災
害
中
の
た
め
、
そ
れ

ほ
ど
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
東
日
本

大
震
災
の
発
生
し
た
当
日
に
は
、
茨
城
の

ろ
っ

こ
う
お
お
は
し

北
浦
湖
上
を
横
断
す
る
鹿
行
大
橋
が
崩
落

し
て
一
名
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。
前
者

は
開
通
し
て
か
ら
三
五
年
後
、
後
者
は
四

が
耐
用
年
数
を
超
過
し
、

二
0
年
後
に
は

約

一
九
％
に
な
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
到
達
し
た
主
要
な

原
因
は
、
日
本
の
膨
大
な
貿
易
黒
字
を
解

消
せ
よ
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
圧
力
に
よ

り
、
政
府
が
九

0
年
代
の

一
0
年
間
で
公

共
事
業
に
合
計
約
六
三
0
兆
円
の
投
資
を

し
、
社
会
基
盤
が

一
気
に
増
大
し
た
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
広
範
に
は
、
住

民
が
道
路
や
鉄
道
な
ど
の
公
共
事
業
を
期

待
し
、
政
治
は
選
挙
運
動
、
行
政
は
予
算

拡
大
と
い
う
思
惑
で
次
々
と
投
資
し
て
き

た
こ
と
で
あ
る
。
拡
大
す
る
時
代
に
は
建

設
以
後
の
課
題
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

事
態
を
解
決
す
る
運
動
の
登
場

放
置
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
維

持
補
修
の
必
要
が
あ
る
が
、
今
後
五

0
年

間
で
社
会
基
盤
の
維
持
補
修
に
必
要
な
費

用
の
累
計
は
、
約

一
九
0
兆
円
と
見
積
も

ら
れ
て
い
る
。
人
口
が
減
少
し
て
い
く
日

本
で
経
済
の
み
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
は

無
理
で
あ
る
し
、
長
期
債
務
残
高
が

一
〇

0
0
兆
円
を
突
破
し
た
政
府
が
、
国
家
予

算
を
借
金
で
増
額
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ

る
。
そ
こ
で
今
後
の
公
共
投
資
の
金
額
を

へ
の
転
換
手
段

三
年
後
の
事
故
で
、
こ
れ
ら
を
契
機
に
全

1

き
ょ
う
り
ょ
う

国
の
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
を
調
査
し
た
と
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こ
ろ
、
相
当
の
箇
所
で
問
題
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
、
社
会
墓
盤
の
維
持
が
重
要
な

課
題
に
な
っ
て
き
た
。

一

全
国
に

一
五
万
本
以
上
存
在
す
る
道
路

i
 

の
橋
梁
の
八
％
が
建
設
後
五

0
年
を
経
過

し、

二
0
年
後
に
は
半
分
以
上
が
、
そ
の

一

年
数
を
超
過
す
る
。
上
水
道
管
は
約
六

一

万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
敷
設
さ
れ
て
い
る
が
、

現
状
維
持
と
仮
定
す
る
と
、

三
0
年
後
に

一

は
新
規
の
建
設
は
で
き
な
い
と
い
う
計
算

に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
不
要
な
鉄
道
、
道
路
、
空
港
な
ど
の

社
会
基
盤
へ
の
新
規
投
資
を
抑
制
す
る
こ

と
が
必
須
で
あ
る
が
、
同
様
の
状
態
に
直

一

面
し
て
い
た

一
九
八

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ

一

で
登
場
し
た
別
種
の
解
決
方
法
が
あ
る
。

一
テ
キ
サ
ス
州
交
通
局
の
予
算
が
欠
乏
し

一

て
高
速
道
路
の
清
掃
が
で
き
ず
、
周
辺
に

一

ゴ
ミ
が
散
乱
す
る
と
い
う
状
態
が
発
生
し

た
。
そ
こ
で
沿
道
の
住
民
が
清
掃
機
械
な

一

ど
を
役
所
か
ら
借
用
し
、
自
分
た
ち
で
沿

一

道
の
清
掃
作
業
を
代
行
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ア
ダ
プ
ト
・
ア
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
・

一

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
名
付
け
ら
れ
、
短
期
で
ア

一

メ
リ
カ
全
州
に
波
及
し
た
。
ア
ダ
プ
ト
と

一

は
旋
子
に
す
る
と
い
う
意
味
で
、
政
府
な

一

ど
公
共
団
体
が
誕
生
さ
せ
た
道
路
や
公
園

一

な
ど
の
公
共
施
設
を
、
住
民
が
自
分
た
ち

一

の
渡
子
と
し
て
養
育
す
る
と
い
う
行
動
で

あ
る
。
＿
一
三
年
後
に
は
、
そ
れ
を
ア
メ
リ

カ
で
亭
見
し
た
人
々
が
日
本
に
導
入
し
、

現
在
で
は
二
万
以
上
の
団
体
が
道
路
の
み

一

な
ら
ず
、
河
川
や
公
園
な
ど
の
公
共
施
設

一

の
消
掃
や
維
持
を
代
行
し
て
い
る
。

先を読む一⑤

官
公
依
存
社
会
か
ら

住
民

H
立
社
会

耐
用
年
数
と
さ
れ
る
約
四

0
年
を
超
過
す

る
部
分
が
現
状
で
六
％
存
在
し
、
大
置
の

漏
水
が
発
生
し
て
い
る
が
、

二
0
年
後
に

は
約
四

0
％
に
増
大
す
る
。
約
四
三
万
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
存
在
す
る
下
水
道
管
も
二
％

自
立
手
段
と
し
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

こ
の
よ
う
な
活
動
は
経
済
が
拡
大
し
な

い
成
熟
社
会
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
が
あ

る
。
最
近
、
生
活
保
護
世
帯
が
急
増
し
て

一
五
0
万
に
接
近
し
、
世
帯
総
数
の
三
％

程
度
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
憲
法
で
保

障
さ
れ
た
権
利
で
は
あ
る
が
、

一
方
で
不

正
受
給
や
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
発
生
さ
せ

る
と
と
も
に
、
国
民
の
自
主
自
立
精
神
が

低
下
し
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
公
的
機
関
に

依
存
す
る
社
会
を
出
現
さ
せ
て
い
る
。
ア

ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
住
民
の
自
立
精

か
ん
よ
う

神
を
涵
養
す
る
手
段
と
し
て
意
味
が
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
意
義
は
社
会
基
盤
へ
の

愛
着
で
あ
る
。
茨
城
県
の
「
ひ
た
ち
な
か

か
い
ひ
ん

海
浜
鉄
道
」
は
経
営
困
難
か
ら
廃
線
直
前

で
あ
っ
た
が
、
行
政
の
経
済
支
援
と
と
も

に
地
域
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

様
々
な
応
援
を
し
、
こ
こ
数
年
で
乗
客
が

増
加
傾
向
に
転
換
し
た
。
税
金
で
実
現
し

た
社
会
基
盤
に
は
便
利
さ
以
上
の
関
心
は

な
い
が
、
自
身
が
維
持
に
参
加
し
て
い
る

施
設
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
愛
着
が
あ

る
。
人
口
も
経
済
も
増
大
し
な
い
社
会
に

お
い
て
、
社
会
基
盤
維
持
へ
の
参
加
は
重

要
な
意
味
が
あ
る
。
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